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美濃帯南西部，滋賀県大君ヶ畑地域から産出した放散虫化石

栗本史雄＊桑原希世子＊＊

：Kurimoto，C．and：Kuwahara，K．（1991）Radiolarians　from　the　Ojigahata　area
　　of　Shiga　Prefecture，southwestem　part　of　the　Mino　Terrane。B翅。σεoZ。
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Abstract：Strata　of　the　Mino　Terrane　which　are　distributed　in　the　study　area　are

called　the　Ojigahata　Formation。The　Ojigahata　Formation　consists　mainly　of

chert　associated　with　mudstone　and　sandstone，and　belongs　to　the　sandstone－chert

facies　of　the　Mino　Terrane．

　Chert　and　mudstone　of　the　Ojigahata　Formation　were　collected　to　extract

microfossils．As　a　result，radiolarians　available　for　age－determination　were

obtained　from12samples．Radiolarian　assemblages　from　chert　are　correlated
with　those　of　Middle　Triassic，Late　Triassic　and　Early　Jurassic　ages．On　the

other　hand，radiolarian　assemblag・es　from　mudstone　are　correlated　with　those　of

middle　Middle　Jurassic　and　late　Middle　to　early　Late　Jurassic　ages．

　Judging　from　the　above－mentioned　data，the　Ojigahata　Formation　represents

a　coarsening－upward　sequence　which　consists　of　Middle　Triassic　to　Early

Jurassic　chert，Middle　Jurassic　mudstone　and　Middle　to　Late　Jurassic
interbe（1（1ed　san（1stone　an（1mu（1stone．

要　　旨

　美濃帯南西部，滋賀県犬上郡多賀町大君ヶ畑地域に分

布する大君ヶ畑層について微化石の検討を行い，11地

点，12試料から年代決定に有効な放散虫化石を得た．

チャートからは三畳紀中世，三畳紀新世及びジュラ紀古

世を示す群集が識別され，’一方，泥岩からはジュラ紀中

世中頃及びジュラ紀中世後期ないし新世初めを示す群集

が識別された．以上の微化石年代と化石を産出した岩相

から判断して，大君ヶ畑層は元々チャートに始まり，泥

岩を経て，砂岩泥岩互層に至る上方粗粒化の層序を示す

と考えられる．

1．はじめに

　美濃帯の地層は岩相の特徴により，緑色岩一石灰岩相

と砂岩一チャート相に大きく二分され（Adachi，1976），

1960年代までは緑色岩一石灰岩相の石灰岩に含まれる紡

錘虫化石に基づいて，そのほとんどが二畳系であるとさ

れてきた．しかし，1970年代に入ってコノ・ドント及び

放散虫化石の相次ぐ産出に基づいて，これまで不明であ

＊近畿・中部地域地質センター

料大阪市立大学

ったチャートや泥岩の地質年代が明らかにされ，美濃帯

には中生界が広く分布することがわかってきた．

　美濃帯南西部に位置する鈴鹿山脈では，緑色岩一石灰

岩相が砂岩一チャート相の上にほぼ水平に衝上し，複雑

な地表分布を示す（第1図）．ここでは，緑色岩一石灰岩

相は霊仙山層1）と呼ばれ，主として緑色岩から構成され，

石灰岩。チャートを伴う．石灰岩から二畳紀古世の紡錘

虫化石の産出（宮村ほか，1976）やチャートから二畳紀

中一新世の放散虫化石の産出（原山ほか，1989）が報告

されている．一方，砂岩一チャート相は大君ヶ畑層（宮

村ほか，1976）あるいは鞍掛峠層（村田，1960）と呼ば

れている．沖村ほか（1986）は大君ヶ畑層のチャートか

ら三畳紀の放散虫化石を，また，泥岩からはジュラ紀の

放散虫化石の産出を報告し，同層が中生界であることを

示した．

　今回，彦根東部図幅地域中央部，滋賀県犬上郡大君ヶ

畑地域（第1，2図）に分布する大君ヶ畑層のチャート

1）宮村ほか（1976）では霊仙山石灰岩層と呼ばれたが，原山ほか（1989）

　において霊仙山層に改められた．
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及び泥岩から年代決定に有効な微化石を得ることができ

たので報告する．

2．地質概説と岩石試料

微化石検出の対象とした大君ヶ畑層は主としてチャー

トから構成され，泥岩・砂岩を伴う．現段階では各岩相

の層序関係は不明である．チャートは一般に黒色・灰色・

赤色などを呈する層状チャートであり，摺曲構造が発達

する．また，チャートは頻繁に泥岩を挟在する．泥岩は

一般に黒色あるいは灰色で，剥離性を有し，一部では珪

質になることがある．調査ルート東端には細粒一中粒・

灰色の砂岩2）が露出する（第2図のLoc．11付近より

羅黙寮
縄鋤ama）

伊欧山地．．．聯
（ibuki　Mountains）戴膨・

『畿藤

欝蜘蝶職
　　駄

彦根東部
（Hikonet5bu

御在所山『『
（Gozaishoyam吾）

　　　　噸

　　　　鱈
鈴鹿山脈’

（Suzuka

　Mountains）

亀
．
輿

（Kameyama）

国

b
ρ

ooり

養駄
綴　’

が老．

織

津島
（Tsushima）

桑名
（Kuwana）

35。N

四日市
（ヤbkkaichi）

0

　四日市（Yokkaichi）　伊勢湾

　　　　　Ise　Bay

20km

醗緑色岩一石灰岩相（Gr曼enstone－limestone　facies）

翻砂岩一チャート相（Sandstone－chertfacies）

　　　　第1図　美濃帯南西部における緑色岩一石灰岩相と砂岩一チャート相の分布及び調査地域

　　　　　　　白地の地域は火成岩及び新生界の分布を示す．

Fig．1　Map　showing　the　distribution　of　the　greenstone－limestone　facies　and　sandstone－chert　facies　in　the

　　　southwestem　part　of　the　Mino　Terrane　and　the　study　area．

　　　In　the　area　without　pattems，Mesozoic　igneous　rocks　an〔1Cenozoic　se（liments　are（iistribute（1．

2）宮村ほか（1976）の地質図さは霊仙山層の分布域に含まれる．また，

　本地域東方には砂岩に富む幾里谷層群（宮村ほか，1976）が分布す

　ることから，この砂岩が幾里谷層群の可能性もある．しかし，今回

　の調査では幾里谷層群と大君ケ畑灘との関係を明らかにできなかっ

　たので，この砂岩を大君ヶ畑層として取り扱った．
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東方）．こゐ砂岩は泥岩を挟み，砂岩優勢な砂岩泥岩互

層をなす．

　微化石検出用の岩石試料として，大君ヶ畑層の主体を

なすチャートと泥岩を採取した．それらのうち年代決定

に有効な微化石を産出したチャートはいずれも層状チャ

ートである（第2図のLocs．1－7，9）．一方，泥岩試料

は5－6m以上の厚さで出現する泥岩（Locs．8，10）と

砂岩優勢な砂岩泥岩互層中の泥岩（Loc。11）である．

いずれの泥岩も剥離性に富み，Loc．10の泥岩は一部に

やや珪質なところがある．

3．放散虫化石

　今回，大君ヶ畑層のチャート9，泥岩3の合計12試

料（11地点）から年代決定に有効な放散虫を得ること

ができ，一部のチャートからはコノドント化石も産出し

た．これらの採取地点を第2図に，産出化石を第1表に，

代表的な放散虫化石を図版1・■にそれぞれ示す．

　チャート

　Loc．1のR56758及びLoc．4のR53990からは

Tr‘αssocα肌pεsp．が特徴的に産出する．Yao（1982）

はTr‘αssoeαmpe属を代表種とする群集帯としてT。

dθωεひεrε群集帯と皿πoひα群集帯を識別し，前者は

三畳紀中世（Ladinian），後者は三畳紀新世前期

（Canian－Norian）を示すとした．Loc．1のR56758

及びLoc．4のR53990から産出したTrぬssocαmpe

sp．は稜（rid．ge）の直線状の形態や殻孔（pore）の配

列などの特徴が皿dεωθひε冠群集帯の構成種に類似す

る．以上のことから，Loc．1のR56758及びLoc．4の

R53990から産出した放散虫化石はT　deωεuεrε群集

帯に相当し，三畳紀中世を示すと考えられる．なお，Loc．

4のR53990は複歯状のコノドント化石を共産する．

　Loc．5のR56761からは丁冠αssooαmpesp．，SαrZα

cf．んrθめθηsおが産出し，GoηdoZεZZαsp．と複歯状の

コノドント化石を共産する．Tr‘αssocαmpe　sp．は保

存状態が悪いが，丁惚ωθ泥材群集帯の構成種に類似

する．SαrZαんrθεαεηs‘sは：KozurandKrah1（1984）

によりギリシア・クレタ島の三畳系から報告され，その

後Cordeyθ孟αZ．（1988）によりカナダ・ブリティッシ

第2図　大君ヶ畑地域の微化石産出地点
　　　基図として国土地理院の25，000分の1地形図「篠立」「高宮」の一部を使用．

　　　黒丸はチャート，白丸は泥岩，

Fig．2　Map　showing　the　localities　of　microfossils　in　the　Ojigahata　area．

　　　solid　circle：chert，open　circle：mudstone
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ユコロンどアの中部三畳系（Upper　Anisian－Lower

Ladinian）からその産出が報告されている．したがっ

て，Loc．5のR56761から産出した放散虫化石もT

dθωθ泥冠群集帯に相当し，三畳紀中世を示すと考えら

れる．

　Loc．2のR56759及びLoc．4のR53991からも
特徴的にTr‘αssocα肌ρesp．が産出する．これらの

Tr‘αssocαmpθsp．ほ稜（ridge）の発達やそ・の直下の

殻孔（pore）の配列などの特徴が皿ηoひα群集帯の構

成種に類似する．また，Loc．4のR53991から産出し

たCorωmsp．やNassellariagen。＆sp．indet．は

Blome（1984）が北西アメリカの上部三畳系から報告し

た放散虫化石に類似する．以上のことから，Loc．2の

R56759及びLoc．4のR53991から産出した放散虫

化石はTηoひα群集帯に相当し，三畳紀新世前期を示

すと考えられる．

　Loc．3のR56760からはKo2砿rαsr伽mわ域dlωsや

K。cf．ゐα配εr‘が産出する．KozurandMostler

（1972）はこれらのKo～礎αs偬m属3）を上部三畳系の

石灰岩（upPer　Norian）から報告した．また，Yao

（1982）は三畳紀新世後期を示すCαηop加肌むrめssb

砿m群集帯（LateNorian－Rhaetian）の構成種とし

てKo～腱αs孟配肌わ雛d鵬などを報告した．したがっ

て，Loc．3のR56760から産出した放散虫化石は，代

表種のσαηop伽m孟rぬss‘cαmを含まないが，Yao

（1982）のαむrぬss‘oαm群集帯に相当し，三畳紀新世

後期を示すと考えられる．なお，本試料は複歯状のコノ

ドント化石を共産する。

　Loc．6のR53992からは，Pαrαんsωμms加τp肱m，

P　OuαZθ，五7μoツr蕊（五εZZZZlηL（？）　sp。，S琵cんooα∫）sαsp。

BYao，1982が産出する．Pαrαんs協msεmp伽mは

ジュラ紀古世前半を示すP　s‘mp伽m群集帯（Yao，

1982）の代表種であり，P　oひαZθはP　s伽p伽m群

集帯の主要な種である．動cッ漉読εZ地m（？）sp．はP。

sεmp伽m群集帯の構成種であるYao（1982）のEひ一

〇lyr6ε読εZ伽m（？）sp．CやNagai（1986）のE．sp。C

Groupに類似する．他にYao（1982）がP　s‘mpZμm

群集帯の構成種として報告したS孟‘cんocαpsαsp．Bが

共産する．以上のことからLoc．6のR53992から産

出した放散虫化石はP。s伽p伽肌群集帯に相当し，ジ

ュラ紀古世前半を示すと考えられる．

3）Kozur　and　Mostler（1972）は属名として恥oπgosα勧肌αZ‘s

　を使った．その後，De　Wever（1984）はSatumalidae科を形態

　に基づいてPalaeosatumalinae亜科とSatumalinae亜科とに
　二分し，Ko2μrαsなμ肌をSatumalinae亜科の一属として位置
　づけた．

　Loc．9のR56763からはPαrαんsω砿肌cf．s‘mpZαm

やPαrα船醐肌sp．が産出し，S漉んooαpsαsp．B

Yao，1982を共産する．このことからLoc．9のR

56763から産出した放散虫化石は上述のLoc．6と同様

にP．s‘mp厩m群集帯に相当し，ジュラ紀古世前半を

示すと考えられる．

　Loc．7のR56762からは，1万o妙omε加εZZαsp．，

Pαro‘o‘η8μZαsp．，Pαrαんs剛msp。，Trε伽scf．

eZ航or舵ηs‘sが産出する．最近，Hori（1ggo）はジュ

ラ紀古世の放散虫化石帯について詳細に報告し，その中

でMεSOSα施rηαZ‘Sん2κα80ηωS群集帯（ジュラ紀古

世後期）を新しく提唱した．ハ4．舵καgoηαs群集帯は

Pαrαんsαμm　sεmp如m群集体（Yao，1982）とPαrα一

船翻m（？）8rαη鹿群集帯（Hori　and　Yao，1988）の

間に位置し，代表種のハ4．舵καgoπαsをはじめ，

Es朔m，Pαrαんsμμm（？），Pαrひ‘o腕8認α属などで特

徴づけられる．Loc．7のR56762から産出した放散虫

化石はその種構成から判断してHori（1ggo）のM．

舵劣αgoημs群集帯に相当し，ジュラ紀古世後期を示す

と考えられる．

　泥岩
　Loc．10のR53994からは，，Aroんαεodl記むlyo肌εヶα

sp．，動oツr翻ε2伽mcf．肌ω肌αθηse，Es翻msp．，

TrεooZOCαPSα（？）ルSがor而S，．ArぬCαPSαPα0んツー

dεr肌α，Zαr伽s　cf．ルrαssεcsなどが産出する．これ

らの種はジュラ紀中世中頃を示す八尾（1986）のU照mα

εc配ηα加s群集帯（MatsuokaandYao（1986）の

TrεooZOCαPSαpZ‘Cα配m帯）の構成種に類似する．し

たがって，Loc．10のR53994から産出した放散虫化

石はジュラ紀中世中頃を示すと考えられる．

　Loc．8弔R53993からもArehlαεod‘c妙om‘むrαsp．，

A配庖oαpsαpαo妙dermαが産出する．地質年代を限

定する特徴種はないが，構成種から判断してジュラ紀中

世を示すと考えられる．

　Loc。11のR53995からは丁冠ooZoeαpsαpZ記αr砿m，

．Aroんαeo砒妙o而ケαsp．，挽eツr翻‘θ伽m　sp．，

Pαrひ顔ηg認αsp．などが産出する．上述のLocs．10

及び8と比較して，・4r漉αeod‘o妙omεヶαsp．はくびれ

（stricture）が発達し，Tr‘ooZocαpsα（？）∫聡びor肌‘s

や皿pZオoαrαmは第3殻室（abdomen）にっく皿状の

付属物が小さい．また，Pαr∂‘e‘ηg認αsp．は水谷（1981）

によりジュラ紀新世を示すとされたP　mαs航αeηs‘s

に類似する．以上のことから判断して，Loc．11の

R53995から産出した放散虫化石は八尾（1986）の

σ麗鴬ZZαηαd砿α群集帯あるいはGoηgッZO抗orα劣
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sαんαωα2πsεs－S漉んooαpsαηαrαdα痂θηsお群集帯

（Matsuoka　and．Yao（1986）のTr‘ooZooαpsαooル

εκα帯あるいはS妙めoαpsα（？）spかα麗s帯）に相当

し，ジュラ紀中世後期ないしジュラ紀新世初めを示すと

考えられる．

4．考　　察

　大君ヶ畑地域の大君ヶ畑層は主としてチャートから構

成され，わずかに泥岩・砂岩を挟在する．今回の調査で

は各岩相の層序関係は明らかになっていないが，チャー

トからは三畳紀中世，新世及びジュラ紀古世を示す放散

虫化石が産出し，泥岩からはジュラ紀中世中頃及び中世

後期ないし新世初めを示す放散虫化石が産出した．

　以上の微化石年代と化石を産出した岩相を考え合わせ，

第3図に示すような大君ヶ畑層の元々の層序を推定した，

ただし，Pαrαんsμ砿m（？）grαπ鹿群集帯（Hori且nd

ジ
　
　
ュ
　
ラ
　
紀

新
世 9　一　・　一　　■　■　『　　塵　自　一

中
世

古
世

三
　
畳
　
紀

新
世

中世

古世

團
　　砂岩泥岩互層
　　（lnterbedded　sandstoneand　mudstone）

目泥岩（mudst・ne）

皿チャート（chert）

　　　　第3図　大君ヶ畑層の復元層序
Fig．3　1（lealize（i　columnar　section　of　the　Ojigahata

　　　Formation．

Yao，1988）及びEs翻mh♂s痂勿02πsθ群集帯（lso－

zaki　and　Matsuda，1985）に相当する放散虫化石は今

回の検討では得られなかったので，ジュラ紀古世末一ジ

ュラ紀中世初めの部分は空白にした．この復元層序（第

3図）はチャートに代表される深海底堆積物に始まり，

泥岩が重なり，さらに上位には陸源物質である砂岩泥岩

互層あるいは砂岩が存在する上方粗粒化の層序を示して

いると考えられ，同様の層序は犬山地域（Yaoε孟認．，

1980）や桑名図幅地域（栗本・宮村，1991）などでも報

告されている．本地域の大君ヶ畑層の中で，最も若い年

代であるジュラ紀中世後期ないし新世初めの放散虫化石

を含むLoc．11の泥岩は砂岩優勢な地層に含まれるこ

とから，みかけ最上位の砂岩泥岩互層はジュラ紀中世後

期から新世初めと推定される．

5．　ま　と　め

　本論文では美濃帯南西部，大君ヶ畑地域に分布する大

君ヶ畑層にっいて報告した．以下に要点を述べる．

　1．大君ヶ畑層の11地点，12試料から年代決定に有

効な微化石を得た．チャートから産出した放散虫化石は

三畳紀中世，三畳紀新世及びジュラ紀古世を示す．なお，

一部のチャートはコノドント化石を共産する．一方，泥

岩から産出した放散虫化石はジュラ紀中世中頃及びジュ

ラ紀中世後期ないし新世初めを示す．

　2．上記1の微化石年代と化石を産出した岩相から判

断して，大君ヶ畑層は元々チャートに始まり，泥岩を経

て，砂岩優勢層に至る上方粗粒化の層序を示すと考えら

れる．

　謝辞　本研究を行うに当たり，大阪市立大学理学部八

尾　昭助教授には放散虫化石の同定及び地質年代につい

て御教示頂いた．同大学堀　利栄博士にはジュラ紀古世

の放散虫化石にっいて御教示頂いた．近畿大学宮村　学

教授には調査地域の地質について御教示を賜った．以上

の方々に心より御礼申し上げる．
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図版　1

大君ヶ畑層のチャートから産出した放散虫化石

Plate　I

R＆diolarians　from　cher七〇f　the　Oligahata　Formation

1．

2．

3．

4，

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17。

18．

19。

20，

21．

22．

23．

24．

25．

z4rchαθospoηgoμ肌μ肌sp．

SαrZαcf．ゐrε6αθπsεs　Kozur＆Krahl

K砿μrαs伽肌わゲ漁s（Kozur＆Mostler）

K砿μrαsむ配肌cf。んαん」θrε（Kozur＆Mostler）

Kμ財αs徽肌sp．

Tr‘蜘s　cf．θJhんomθπsεs　Pessagno＆Blome

Trεαssocα即esp．

Trεαssooα即θsp．

Trεαssocα㎎）θsp．

Tガαssocαη1ρεsp．

Tr言αssooα〃ψεsp．

Trεαssocα1ηPθsp。

T7’εαssooα7ηPεsp．

丁加ssooα㈱εsp．

Corμ1ηsp．

Nassellariagen，＆sp．indet．

Pαrαんs翻mcf．s伽μμ襯Yao

Pαrαんs照配s伽μμm　Yao

Pαrαんs昭η｝oひαZθHori＆Yao

Pαrαhsμμη30ひαZεHori　＆　Yao

Eωcy7・翻（1εεJZμ7π（？）sp．

Sむεcんooαpsαsp。BYao，1982

Dεoεyoητあrε泥αsp．

Pα剛c‘π9ぬsp．

Pαrαhs翻msp．

Loc．4

Loc．5

Loc．3

Loc．3

Loc．3

Loc．7

Loc．1

Loc．4

Loc．4

Loc．2

Loc．2

Loc．2

Loc．4

Loc．4

Loc．4

Loc．4

Loc．9

Loc．6

Loc．6

Loc．6

Loc．6

LOC．9

Loc．7

Loc．7

Loc．7

R53990

R56761

R56760

R56760

R56760

R56762

R56758

R53990

R53990

R56759

R56759

R56759

R53991

R53991

R53991

R53991

R56763

R53992

R53992

R53992

R53992

R56763

R56762

R56762

R56762

F13127－17

F13236－7

F13235－2

F13235－7

F13235－1

F13237－3

F13233－1

F13127－5

F13127－6

F13234－2

F13234－3

F13234－7

F13128－7

F13128－6

F13128－14

F13128－8

F13238－4

F13129－1

F13129－7

F13129－9

F13129－18

F13238－5

F13237－5

F13237－8

F13237－9

スケールは0，1mm
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図版∬
大君ヶ畑層の泥岩から産出した放散虫化石

PlateII

Radiolarians　from　mudstone　of　the　Ojigahata　Formation

1。

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

∠4．rcんα20spoπgoprμ7Lα7πSP．

Zα吻scf．卿αssεosPessagno

Arcん‘oαpsαPα（｝んツdεrη乞α（Tan　Sin　Hok）

Eμoツrε観ε砺肌cf．肌μ肌αεηsθYao

Tr‘coJoo¢ρsα（？）∫μsヴor肌∫sYao

Tr‘co‘ocqpsαsp．

U脇鵬αsp。

Hs翻1ηsp．

Hs翻1πsp．

加phθ吻肌sp．

ノと7℃んαεodε（｝むツ07ηεむ7◎αsp．

孟7℃hαεod∫（｝εyo7π‘々・αsp．

Tr‘coZooαpsα（？）ルsゲor〃｝∫s　Yao

Tr‘ooJooαpsαμεcα彫η1Yao

T痂oJocαpsαsp，

．Arcんαεo砒妙o禰亡rαsp．

A航αeo砒妙o〃L伽αsp．

Pα7・ひεo♂η8μ」αsp．

Pαrひ‘伽9ぬsp．

LQC．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．10

Loc．11

Loc．11

Loc．11

Loc．11

Loc．11

Loc．11

Loc．11

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53994

R53995

R53995

R53995

R53995

R53995

R53995

R53995

F13131－28

F13131－20

F13131－37

F13131－22

F13131－10

F13131－39

F13131－16

F13131－8

F13131－10

F13131－1

F13131－9

F13131－13

F13132－37

F13132－58

F13132－2

F13132－9

F13132－11

F13132－8

F13132－34

スケールは0．1mm
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